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広
報

K A T A S H I N A

文化の日に力作勢揃い
紅葉の山々を眺めながら開催された第39回片品村総合

産業文化展。各部門で素晴らしい作品が展示されていま
した。（写真は村長賞受賞作品、詳細は８頁）
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村
税
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推
移
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過
去
５
年
間
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地
方
交
付
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の
推
移
（
過
去
５
年
間
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この数字は平成17年３月

31日の人口5,899人で単純

に割ったものです。法人関

係は含まれていません。

公 営 企 業 会 計

平成16年度予算決算総括表

（単位　千円）

（単位　千円）

歳　出
3,896,406

単位:千円

議会費　2.1%

総務費　14.1%

民生費 14.0%

土木費 9.0%

衛生費 11.5%

農林水産業費
9.8%

消防費　3.4%

諸支出　5.6%

教育費 13.4%

公債費　13.7%

村民税

普通交付税

特別交付税

固定資産税
軽自動車税
村たばこ税
特別土地保有税
入湯税

１人当り

議 会 費 13,932円

総 務 費 92,836円

民 生 費 92,297円

衛 生 費 75,754円

農 林 水 64,414円

商 工 費 22,835円

土 木 費 59,428円

消 防 費 22,412円

教 育 費 88,836円

１人当り

村　民　税　19,918円

固定資産税　65,864円

軽自動車税　 2,224円

村たばこ税　12,150円

入　湯　税　　 967円

計　　532,744円

計　　101,123円

一般会計

国保会計

老保会計

簡水会計

農集排会計

下水道会計

介護会計

3,971,251

689,674

671,374

128,163

33,336

218,801

279,890

5,992,489

3,971,251

689,674

671,374

128,163

33,336

218,801

279,890

5,992,489

4,015,632

701,331

677,997

128,669

45,191

219,519

287,440

6,075,779

3,896,406

645,610

636,863

125,307

29,855

218,586

272,749

5,825,376合　　計

予　　算
歳　出 歳　入 歳　出

決　　算
区　分

歳　入

区　　分

観光施設
事業特別
会　　計

項　　目

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

474 ,806

505 ,982

126 ,000

199 ,045

442 ,160

482 ,807

126 ,000

199 ,043

予　　算 決　　算

平成12年度 平成13年度 平成14年度

661,362

平成15年度

673,251

平成16年度

643,054 634,901
596,521

平成12年度 平成13年度 平成14年度

2,375,361

平成15年度

2,245,504

平成16年度

2,055,094
1,888,606 1,771,052

村
民
一
人
当
り
の
村
税
負
担
額

村
民
一
人
当
り
に
使
わ
れ
る
お
金

平成16年度
商工費　3.5%

般一
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村税　15.9%

平
成
十
六
年
度
決
算

平
成
十
六
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
各
決

算
が
九
月
定
例
村
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
歳
入
が
四
〇
億
一
、
五
六
三
万
二
、

一
二
六
円
、
歳
出
が
三
八
億
九
、
六
四
〇
万
五
、
九
五

六
円
で
差
引
き
残
金
一
億
一
、
九
二
二
万
六
、
一
七
〇

円
が
次
年
度
繰
越
金
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
年
度
別
決
算
状
況
（
過
去
５
年
間
）

歳
出
年
度
別
決
算
状
況
（
過
去
５
年
間
）

6,000,000
単位:千円

5,000,000

4,000,000

3,000,000

2,000,000

1,000,000

0
平成12年度 平成13年度

5,250,475
4,791,826

平成14年度 平成15年度

4,596,828
4,374,527

4,015,632

平成16年度

6,000,000
単位:千円

5,000,000

4,000,000

3,000,000

2,000,000

1,000,000

0

5,096,598

4,678,219 4,499,447

地方譲与税　2.3%

自動車取得税交付金
1.2%

分担金及び負担金
2.6%

使用料及び手数料
0.7%

国庫支出金
2.2%

繰越金　3.1%

財産収入　
0.6%

歳　入
4,015,632

単位:千円

村税　14.9%

地方交付税　44.1%

村債 8.4%

繰入金 8.1%

利子割交付金　0.1%

地方消費税交付金　1.5%

ゴルフ場利用税交付金
0.1%

地方特例交付金
0.2%

村税
地方譲与税

村債
諸収入

利子割交付金

ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方消費税交付金

分担金及び負担金

地方交付税
交通安全対策特別交付金

地方特例交付金

使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入

繰入金
寄附金

繰越金

県支出金 6.0%

諸収入　3.9%

会 計

4,250,837
3,896,406

議会費
総務費
民生費
衛生費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費

公債費
諸支出

災害復旧費

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度
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勤務時間その他の勤務条件の状況

分限及び懲戒処分の状況 服務の状況

（１）勤務時間

職員研修及び勤務成績の評定の状況
（１）職員研修の実施状況

福祉及び利益の保護の状況

公平委員会に係る業務の状況

（１）福利厚生制度

（２）公務災害補償制度

（２）勤務成績の評定

区　分

（２）年次有給休暇の取得状況

（４）特別休暇の種類

（３）その他の休暇
区　分

一般行政職

有 給 休 暇

○選挙権その他公民としての権利の行使○証人、鑑定人、参考人等として国会、裁判所、地方公共団体
の議会その他の官公署への出頭○骨髄液の提供のための休暇○社会貢献活動のための休暇○結婚休暇○
出産休暇○職員が生後満１年に達しない子の保育休暇○妻の出産休暇○生理休暇○妊婦の通勤緩和のた
めの休暇○妊産婦の健康診査等のための休暇○子の看護のための休暇○忌引休暇○父母の追悼のための
法要休暇○夏季休暇○地震、水害、火災その他の災害による職員の現住居の滅失又は損壊○地震、水害、
火災その他の災害又は交通機関の事故等により出勤することが著しく困難な場合○地震、水害、火災そ
の他の災害時において、出勤途上に身体の危険を回避する場合○その他村長が定める場合

○介護休暇○組合休暇無 給 休 暇

処 分 内 容 処分者数 処分事由 区　　 分

命 令 に 従 う 義 務

信 用 失 墜 行 為 の 禁 止

秘 密 を 守 る 義 務

職 務 に 専 念 す る 義 務

政 治 行 為 の 制 限

争 議 行 為 等 の 禁 止

営 利 企 業 従 事 制 限

な　し

違反者数

免 　 職

降 　 任

休 　 職

降 　 給

失 　 職

免 　 職

停 　 職

減 　 給

戒 　 告

訓 告 等

な し な し

分限処分

懲戒処分

研修区分

評定時期

平成16年 ４月

平成16年 ７月

平成16年10月

平成17年 １月

計

評定結果

成績良好

61人

22人

7人

22人

112人

0人

0人

0人

0人

0人

成績不良

成績不良に
係る主な事由

※職場内研修２回実施

研修所研修

各種専門研修

職場内研修

合　　計

10人

10人

137人

147人

群馬県地方自治職員研修

専門知識及び技術研修

むらづくり研修など

受講者数 研 修 内 容 等 区　分

総合検診

合　計

加入団体

内　　　　　容

勤務条件に関する措置の要求

不利益処分に関する不服申立て

その他

０件

０件

０件

要求件数

件　数 災害の概要

地方公務員災害
補償基金群馬県支部

１件 蜂刺され

74 人間ドック受診者

上記以外の者38

112

受信者数 内　　　容

※平成16年１月１日～12月31日の状況

110人 平均使用日数
10日 24.80%

対象職員数 使用実績 消化率 区　　　分

平成16年度中に新規
及び継続中の職員数

１ ２

病気休暇 出産休暇

勤務時間
始業時間 終業時間

その他

一般行政職 午前８時30分 午後５時15分
休憩、休息を除
き、実質７時間
45分の勤務
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片品村人事行政の運営状況の公表（平成16年度）片品村人事行政の運営状況の公表（平成16年度）片品村人事行政の運営状況の公表（平成16年度）片品村人事行政の運営状況の公表（平成16年度）片品村人事行政の運営状況の公表（平成16年度）片品村人事行政の運営状況の公表（平成16年度）片品村人事行政の運営状況の公表（平成16年度）片品村人事行政の運営状況の公表（平成16年度）片品村人事行政の運営状況の公表（平成16年度）片品村人事行政の運営状況の公表（平成16年度）片品村人事行政の運営状況の公表（平成16年度）片品村人事行政の運営状況の公表（平成16年度）片品村人事行政の運営状況の公表（平成16年度）片品村人事行政の運営状況の公表（平成16年度）片品村人事行政の運営状況の公表（平成16年度）片品村人事行政の運営状況の公表（平成16年度）片品村人事行政の運営状況の公表（平成16年度）

この公表は、片品村の人事行政の運営の実態について、お知らせするものです。

任免及び職員数に関する状況
・職員数（臨時を除く） （単位：人）

給与の状況
（１）１人あたりの支給額（平成16年４月１日現在）（２）初任給基準（平成16年４月１日現在）

（３）手当制度の状況

ラスパイレス指数（国家公務員給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準）

区　　分

区　　分

手　　当　　名

扶　　養　　手　　当
・配偶者　月13,500円　・その他　月6,000円（３人目以降は5,000円）
（被扶養者のうち15歳～22歳の者は5,000円加算）

・自家用車等で通勤する場合、通勤距離２ｋｍ以上月2,000～24,500円
・公共交通機関を利用して通勤する場合、交通機関に係る運賃等の額

・新築住宅等住宅取得５年まで月額2,500円
・借家等居住　家賃等に応じて支給

・給料月額×役職に応じた支給率（10～12％、平成17年度から引下げ）

・課長職　１回　9,000円　　　・課長補佐職　１回　6,000円

・伝染病防疫作業　日額300円以内　・死体等処置作業　日額450円
・保育所　給料月額の５％以内・観光事業に従事する職員　給料月額の10％以内

・勤務日における時間外勤務手当１時間につき当該職員の時間単価×1.25倍（深
夜は1.5倍）・週休日における時間外勤務１時間につき当該職員の時間単価×
1.35倍（深夜1.6倍）

・勤務１時間につき当該職員の時間単価×1.35倍（深夜勤務は1.6倍）

・１回4,200円

・基準日の６月１日及び12月１日に在職する職員に支給（６月期期末手当1.4月分
勤勉手当0.7月分、12月分期末手当1.6月分勤勉手当0.7月分）

・世帯主で扶養親族のある職員17,800円・世帯主でその他の職員10,200円　
・その他7,360円（これは、月額金額をいい、11月から３月まで支払い期間とす
る）

通　　勤　　手　　当

住　　居　　手　　当

管　理　職　手　当

管理職特別勤務手当

特 殊 勤 務 手 当

時　間　外　手　当

休 日 勤 務 手 当

宿　日　直　手　当

期　末　勤　勉　手　当

寒　冷　地　手　当

内　　　　容　　　　等

平均給料月額 平均年齢 区　　分区　　分 大学卒 短大卒 高校卒

一 般 職

保 育 士 等

保 健 師

技 能 労 務 職

合 　 計

一 般 行 政 職

技 能 労 務 職

317,300

204,200

一 般 行 政 職

技 能 労 務 職

170,700 148,500 138,800

136,000

42.7歳

45.8歳

87

17

3

7

114

１

１

２

１

３

85

17

3

7

112

平成15年度末職員数 平成16年度末職員数
平成16年度中

採用者数 退職者数

区　　　分 平成16年度 平成15年度 平成14年度 平成13年度

一般行政職

※平成16年度全国平均97.9 群馬県平均96.7

89.8 92.1 93.4 93.4
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片
品
村
子
ど
も
会
ハ
イ
キ
ン
グ
を

十
月
九
日
（
日
）
に
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

今
回
は
「
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
」
と

「
赤
城
神
社
」
を
見
学
し
て
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
子
ど
も
会
、
育
成
会

併
せ
て
五
十
八
名
の
参
加
で
、
当
日

は
雨
天
の
た
め
本
来
の
目
的
で
あ
る

ハ
イ
キ
ン
グ
は
残
念
な
が
ら
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
全
員
楽
し
く
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
会
員
並
び
に
保

護
者
・
役
員
の
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。

地
域
子
ど
も
教
室
は
、
指
導
員
を

中
心
と
し
た
地
域
の
方
々
に
支
え
ら

れ
て
成
り
立
っ
て
い
る
活
動
で
す
。

☆
武
尊
根
子
ど
も
教
室

「
華
道
教
室
」

９
月
29
日

地
域
で
華
道
を
し
て
い
る
方
に
、

講
師
を
し
て
い
た
だ
き
、
華
道
教
室

を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
、
花
の
生
け
方
の
基

本
を
教
わ
り
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
工

夫
し
た
花
を
生
け
て
い
ま
し
た
。
一

つ
で
は
も
の
た
り
ず
、
二
つ
め
を
生

け
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。

生
け
た
花
は
、
教
室
や
玄
関
に
展

示
し
ま
し
た
。

こ
の
他
に
、
文
章
教
室
、
読
み
聞

か
せ
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
友
遊
ク
ラ
ブ

「
う
ど
ん
づ
く
り
」

10
月
15
日

地
域
の
う
ど
ん
づ
く
り
の
名
人
を

講
師
に
、「
う
ど
ん
づ
く
り
」
を
行

い
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
い
う
ど
ん
作
り
で
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ゆ
で
た
て
の

う
ど
ん
を
何
回
も
お
か
わ
り
を
し
て

お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
作
っ
た
う
ど
ん
を
お
土
産
に
帰

り
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
の
感
想
を
紹
介

し
ま
す
。

○
う
ど
ん
の
作
り
方
が
分
か
っ
て
良

か
っ
た
で
す
。
ち
ょ
っ
と
こ
ね
る

の
が
大
変
だ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ

た
で
す
。
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

の
で
、
ま
た
作
り
た
い
で
す
。

○
僕
は
う
ど
ん
を
こ
ね
た
り
、
き
か

い
に
う
ど
ん
を
い
れ
て
ま
わ
し
た

り
す
る
こ
と
が
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
と
く
に
こ
ね
る
の
が
む
ず
か

し
か
っ
た
で
す
。
こ
ん
ど
は
み
ん

な
に
作
っ
て
や
り
た
い
で
す
。

こ
の
他
に
「
囲
碁
・
将
棋
」
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
ク
ラ
ブ
Ｔ
・
Ｋ

「
お
も
し
ろ
科
学
教
室
」

10
月
９
日

利
根
町
振
興
局
に
お
い
て
、「
回

っ
て
、
回
っ
て
、
回
っ
て
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
４
つ
の
回
る
教
材
を
約

２
時
間
で
作
り
ま
し
た
。「
不
思
議

な
音
を
出
す
お
も
ち
ゃ
や
絵
が
動
い

て
見
え
る
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。」
と
参
加

し
た
子
ど
も
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。

子
育
て
講
座

10
月
４
日

片
品
小
学
校
と
武
尊
根
小
学
校
を

会
場
と
し
て
、
就
学
時
子
育
て
講
座

を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、「
親
子
関
係
を
築
く
コ

ー
チ
ン
グ
」
と
い
う
同
じ
テ
ー
マ
で

の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
な
り
の
人
と
の
会
話
や
感
想
な

ど
を
通
し
て
、
親
子
関
係
を
築
く
方

法
を
参
加
者
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

参
加
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

○
「
コ
ー
チ
ン
グ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
、

疑
問
で
し
た
が
、
お
話
を
聞
い
て

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
今

日
か
ら
実
践
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

○
講
座
を
聞
く
た
め
だ
け
に
で
か
け

る
、
と
い
う
と
子
ど
も
達
の
こ
と

も
あ
っ
て
、
出
か
け
に
く
い
の
で

す
が
、
今
回
の
よ
う
に
、
行
事
等

の
中
で
あ
ま
り
長
く
な
い
時
間
だ

と
参
加
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

ト
ラ
イ
や
る
ス
ポ
ー
ツ
Ｔ
・
Ｋ

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
」

10
月
23
日

今
年
度
の
最
終
は
「
ボ
ウ
リ
ン
グ

教
室
」
で
し
た
。
投
げ
方
を
教
え
て

も
ら
っ
た
あ
と
、
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し

た
。今

年
度
の
ト
ラ
イ
や
る
ス
ポ
ー
ツ

Ｔ
・
Ｋ
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

○
毎
年
楽
し
く
参
加
を
し
て
い
ま

す
。
来
年
度
も
続
け
て
お
願
い
し

ま
す
。

○
初
め
て
の
も
の
も
楽
し
く
過
ご
せ

ま
し
た
。

第
十
五
回
片
品
村
子
ど
も
会

ハ
イ
キ
ン
グ
実
施

地
域
子
ど
も
教
室 ぐんま昆虫の森体験室で蝶々を

作る子ども達
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ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

十
月
二
十
二
日
〜
二
十
三
日
に
、

群
馬
県
と
東
京
都
共
催
に
よ
る
「
水

源
地
域
の
植
林
体
験
会
」
が
築
地
地

内
で
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
植
林
体
験
会
」
の
趣
旨
は
、

上
下
流
交
流
を
通
じ
て
、
水
と
水
を

育
む
森
林
の
大
切
さ
や
、
流
域
全
体

の
た
め
に
造
ら
れ
る
ダ
ム
や
水
源
地

域
の
問
題
に
つ
い
て
流
域
全
体
で
考

え
、
取
組
む
こ
と
を
目
指
し
、
よ
り

多
く
の
人
々
に
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
の
事
業
で
す
。

参
加
者
に
つ
い
て
は
、
東
京
都

（
三
十
五
名
）・
群
馬
県
（
五
名
）・

東
京
都
・
群
馬
県
・
片
品
村
関
係
者

（
十
七
名
）
総
勢
五
十
七
名
で
し
た
。

今
回
植
林
実
施
に
あ
た
り
、
直
接

指
導
し
て
い
た
だ
い
た
「
さ
ん
ぞ
う

ほ
う
し
の
会
」（
八
名
）
の
皆
様
方
に

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
植
林
場
所
（
築
地
共
有
地
）

を
提
供
し
て
頂
き
、
コ
ナ
ラ
・
ヤ
マ

グ
ワ
な
ど
の
樹
木
の
植
林
（
百
五
十

本
）
が
で
き
、
築
地
地
区
の
方
々
に

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
築

地
地
区
の
地
域
交
流
な
ど
憩
い
の
場

所
と
し
て
、
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

十
月
十
六
日
、
練
馬
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
、
片
品
村
も
観
光
Ｐ
Ｒ
を
兼

ね
て
参
加
し
ま
し
た
。

ぐ
ん
ま
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
キ

ャ
ラ
バ
ン
の
関
連
行
事
と
し
て
、
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
農
産
物

等
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

雨
天
で
の
開
催
で
し
た
が
、
家
族

利
根
川
水
系
上
下
流
交
流

事
業
「
水
源
地
域
の
植
林

体
験
会
」
が
築
地
地
内
で

開
催
さ
れ
ま
し
た

講師の説明に熱心な参加者

練
馬
ま
つ
り
に

参
加
し
ま
し
た

今
年
度
、
第
一
区
（
実
施
主
体
は

尾
瀬
三
ヶ
峰
高
原
の
会
）
で
は
日
本

財
団
の
助
成
を
受
け
て
「
郷
土
学
」

（
地
元
学
・
先
人
学
な
ど
と
も
言
い

ま
す
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、「
地
元
に
あ
る
も

の
を
探
し
て
磨
く
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
地
域
の
住
民
が
主
体
と
な
り
、

専
門
家
や
村
職
員
と
協
働
し
て
、
地

元
（
集
落
）
の
自
然
・
風
土
・
伝
統

文
化
・
歴
史
・
生
活
な
ど
に
つ
い

て
、
地
元
の
人
た
ち
に
聞
き
、
調
査

し
、
日
頃
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
地

域
の
資
源
を
調
査
・
再
発
見
す
る
こ

と
に
よ
り
地
域
活
性
化
の
き
っ
か
け

づ
く
り
と
す
る
も
の
で
す
。

第
一
区
で
は
、「
尾
瀬
の
ふ
も
と

の
く
ら
し
再
発
見
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。具

体
的
な
事
業
内
容
は
、「
尾
瀬

三
ヶ
峰
高
原
」
内
に
存
在
す
る
古

道
・
自
然
神
・
石
仏
等
に
つ
い
て
現

地
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の

お
年
寄
り
な
ど
か
ら
聞
き
取
り
を
行

い
、
デ
ー
タ
を
記
録
な
ら
び
に
整
理

す
る
こ
と
で
す
。

す
で
に
、
菅
沼
・
築
地
・
下
平
で

現
地
調
査
と
聞
き
取
り
調
査
を
行

い
、
調
べ
た
こ
と
の
ま
と
め
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
須
賀
川
、
御
座
入
で
も
同

様
な
調
査
を
行
い
、
合
わ
せ
て
一
区

の
地
域
資
源
マ
ッ
プ
を
作
る
予
定
で

す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

第
一
区
で
「
郷
土
学
」

を
実
施
中

悪天候だったが大勢のお客さん

連
れ
の
区
民
な
ど
に
大
変
喜
ん
で
い

た
だ
け
ま
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

神社で昔の話を聞いているところ

お年寄りからの聞き取り

寄居山公園を清掃中の皆さん

十
月
二
十
五
日
、
た
ば
こ
販
売
組

合
片
品
村
支
部
の
皆
さ
ん
二
十
名

が
、
村
内
公
共
施
設
の
ご
み
拾
い
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
乾
燥
し
た

季
節
を
迎
え
る
と
、
た
ば
こ
の
ポ
イ

捨
て
な
ど
で
思
わ
ぬ
火
災
を
招
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
皆
さ
ん
も
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
た
ば
こ

税
は
貴
重
な
村
税
収
入
に
な
り
ま
す

の
で
、
た
ば
こ
の
購
入
は
ぜ
ひ
片
品

村
内
で
お
願
い
し
ま
す
。

た
ば
こ
販
売
共
同
組
合
が

清
掃



☆生涯学習講座関係
・「古文書を読む会」

☆子育連・青少推関係
・上毛かるた大会
・子育連、青少推合同会議

☆文化センター関係
・片品映画会

☆学校関係
・小学校卒業を祝う会
・小中学校終業式
・冬季休業日（前期）

◇北小
・教育相談
・ＰＴＡ本部・６年保護者交歓会打
合せ

◇南小
・ＰＴＡ・６年保護者合同会議
・ＰＴＡ広報員会

◇武小
・学習発表会
・桜花苑交流会

◇片中
・学校一日公開参観日
・生徒会球技大会

中旬

４日
下旬

１日

２日
22日

25日～１月７日

１日、２日

14日

７日
９日

５日
16日

14日
22日

12月

生涯学習予定表�生涯学習予定表�

※予定が変更される場もありますの
で、予め御了承ください。

広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
七
年
十
月
俳
句
会

東
小
川
　
　
千
明
ヒ
ロ
子

又
一
つ
珠
玉
の
消
え
て
村
の
秋

黍き
び

と
ど
く
電
話
の
向
ふ
も
片
品
弁

鎌
田
　
　
　
中
村
　
導
子

村
葬
の
遺
影
ほ
ほ
え
む
菊
の
中

白
萩
を
こ
ぼ
し
音
な
き
風
の
行
く

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

急
逝
の
村
長
惜
し
む
鵙
の
声

鳩
待
峠
着
け
ば
啄け

木
鳥ら

打
つ
今
朝
の
秋

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

手
に
と
れ
ぬ
も
の
美
し
く
う
ろ
こ
雲

秋
彼
岸
赤
き
頭
巾
の
石
佛

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

在
り
し
日
の
笑
顔
偲
べ
り
秋
の
月

刈
田
翔
つ
雀
百
羽
や
夕
茜

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

村
づ
く
り
半
ば
急
逝
露
け
し
や

名
の
人
の
オ
カ
リ
ナ
尾
瀬
の
水
澄
め
り

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

若
く
し
て
村
の
長
逝
く
悼
む
秋

台
風
の
事
な
く
過
ぎ
て
稲
穂
垂
る

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

村
長
の
逝
き
て
中
ば
の
露
の
秋

老
ふ
た
り
火
蛾
の
訪
れ
夕
餉
ど
き

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

村
長
の
逝
く
や
早
か
り
菊
の
花

秋
入
日
雲
に
あ
か
ね
の
衣
着
せ

鎌
田
　
　
　
木
内
　
山
人

み
ち
の
く
の
旅
も
わ
び
し
や
秋
桜

白
菊
は
わ
び
し
や
黄
菊
は
な
や
か
に

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

道
半
ば
若
き
長
逝
く
夕
紅
葉

新
米
や
十
人
家
族
な
つ
か
し
き

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

秋
時
雨
笑
顔
の
こ
し
て
逝
き
か
な
し

夕
暮
に
山
鳩
鳴
き
て
秋
つ
げ
る

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

棲
み
つ
き
し
蜘
蛛
軒
を
去
る
秋
つ
い
り

峠
ゆ
く
秋
の
彼
岸
の
孔
雀
蝶

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

名
水
で
あ
ら
ぬ
初
秋
の
清
水
汲
む

紅
葉
の
枝
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
吊
る
し
干
す

花
咲
　
　
　
星
野
　
百
姓

稲
架
ぬ
ら
し
長
雨
し
と
ど
降
り
つ
づ
く

草
の
実
を
野
良
着
に
付
け
て
妻
夕
餉

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

鰯
雲
死
に
齢
の
順
な
か
り
け
り

稲
刈
の
畦
に
昼
餉
の
茶
届
く

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

風
伶
え
て
思
い
出
残
し
逝
き
し
人

乾
き
ゆ
く
稲
の
匂
い
に
包
ま
れ
る

故
　
星
野
賢
二
村
長
　
追
悼
句
会

Education Variations
Working for a few months now, I

have noted some differences between the
Japanese and American public school
systems. Public school education in America 
begins with elementary school and ends
with high school.  Public school is free and
students usually attend the closest local
schools.  Starting from kindergarten, American students must
successfully pass each grade in order to advance to the next
grade level.  There is no entrance exam to get into public high
schools.  Because public school students vary greatly in
academic ability, classrooms are usually stratified, separating
students into low, medium, and high level classes.  In the last
year of high school, many students choose to take the Scholastic
Aptitude Test (SAT), which is required on many college
applications.  

Currently, the public school system in America is going
through considerable changes.  New government measures, such
as the No Child Left Behind policy are creating major debates.
Do any such debates exist in Japan?
教育制度について
片品に来て数か月が過ぎました。日本とアメリカの公立学校制度の違

いが少し見えてきました。アメリカの公立学校は小学校に始まり、高校
で終わります。学校は無料であり、生徒は近くの学校に通います。アメ
リカでは、幼稚園から落第制度があります。公立の高校には入学試験が
ありません。何故かというと、公立学校の生徒たちの学力には非常に大
きな差があって、生徒たちはその学力レベルによってクラス分けされる
からです。高校の最終学年で多くの学生が適正（能力）検査を受けます。
大学の出願に必要だからです。
今、アメリカの公教育制度は重要な変化の中にあります。「落ちこぼ

れをつくるな」というような新しい政策は大きな議論を呼んでいます。
日本にもそういった論争はありますか？　（大いにあるね：訳者）
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十
月
一
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の

間
、
花
の
駅
の
芝
生
広
場
に
お
い
て
、

毎
年
恒
例
の
か
か
し
祭
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
余

り
の
大
き
な
作
品
や
、
昔
な
が
ら
の

ワ
ラ
で
作
っ
た
も
の
な
ど
、
村
内
外

か
ら
合
計
二
十
三
体
の
手
作
り
か
か

し
が
出
品
さ
れ
、
来
場
さ
れ
た
方
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
の
方
の
投
票
は
千
二

百
五
十
五
票
で
、
審
査
員
に
よ
る
審

査
員
票
を
加
算
し
た
結
果
、
最
優
秀

の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
片
品
南
保
育

園
の
「
ム
シ
キ
ン
グ
バ
ト
ル
」
に
、

準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
き
き
ょ
う
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
沼
田
市
）

の
「
モ
リ
ゾ
ー
君
」
に
そ
れ
ぞ
れ
決

定
し
ま
し
た
。

出
品
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
、
来

場
さ
れ
て
人
気
投
票
に
参
加
い
た
だ

い
た
方
々
、
大
変
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ

片
品
南
保
育
園

「
ム
シ
キ
ン
グ
バ
ト
ル
」

準
グ
ラ
ン
プ
リ

き
き
ょ
う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
モ
リ
ゾ
ー
君
」

◎
文
化
功
労
賞
　
三
名

（
片
品
村
文
化
協
会
活
動
に

二
十
年
以
上
功
労
の
あ
っ
た
人
）

大
久
保
勝
実
（
文
化
財
）

入
澤
　
　
潔
（
文
化
財
）

千
明
　
良
子
（
美
術
）

◎
永
年
表
彰
　
　
四
名

（
片
品
村
文
化
協
会
活
動
に

十
年
以
上
功
労
の
あ
っ
た
人
）

小
野
正
三
郎
（
菊
花
）

荒
木
　
貞
子
（
菊
花
）

小
山
内
佳
子
（
菊
花
）

中
村
　
導
子
（
文
芸
）

◎
優
秀
賞
　
十
一
名

（
県
規
模
以
上
の
展
示
会
及
び

コ
ン
ク
ー
ル
等
に
入
選
し
た
人
）

星
野
　
光
子
（
文
芸
）

星
野
明
樹
子
（
美
術
）

岡
澤
　
涼
子
（
美
術
）

星
野
　
和
子
（
美
術
）

桑
原
ゑ
み
子
（
書
道
）

桑
原
　
　
葵
（
片
小
）

田
村
　
慧
莉
（
片
小
）

芝
崎
　
博
崇
（
片
小
）

星
野
由
里
子
（
片
小
）

古
屋
　
咲
子
（
片
小
）

萩
原
　
豪
也
（
北
小
）

十
一
月
二
日
・
三
日
の
二
日
間
、

役
場
に
お
い
て
第
三
十
九
回
片
品
村

総
合
産
業
文
化
展
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

回
は
、
一
般
の
部
（
九
部
門
）

四
三
七
点
、
小
中
学
校
・
尾
瀬
高

校
・
保
育
所
五
四
五
点
、
合
計
九
八

二
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
関
連
行
事
と
し
て
十
月
三

十
日
に
は
、
第
二
十
二
回
芸
能
発
表

会
が
開
催
さ
れ
、
十
一
月
三
日
に
は

中
央
公
民
館
で
将
棋
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
一
日
の
搬
入
審
査
か
ら

四
日
の
搬
出
片
付
け
と
四
日
間
ご
苦

労
い
た
だ
い
た
役
員
関
係
者
の
皆
さ

ん
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

優
秀
賞

星
野
文
次
郎

「
花
咲
じ
い
さ
ん
」

高
山
　
茂
男

「
く
り
ひ
ろ
い
」

特
別
賞

高
山
　
　
翠

「
権
兵
衛
さ
ん
」

第
六
回
か
か
し
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

優秀賞の花咲じいさん グランプリのムシキングバトル

今年から児童生徒の作品も役場で展示

子ども達も真剣に駒をおく将棋大会

片
品
村
文
化
協
会

表
彰
受
賞
者
決
定

文化展入賞者名簿

書道一般の部

書道学生の部

美 術 の部

写真の部

文芸の部

菊花の部

民芸の部

木内いよ子

藤井　加奈

宮田　裕子

今泉　富司

星野　カツ

小山内佳子

星野　京一

村 長 賞 議 長 賞 教育長賞 文化協会長賞 金 　 賞

坂西　恒喜

梅沢　美咲

金子すみ江

萩原　由治

戸丸　好夫

林　　誠一

中坪喜次郎

戸田　敏子

萩原　　梢

木内　佳江

新井　　昇

星野　　進

萩原　源次

星野　清作

星野つね子

武藤　梨唯

林　　聖子

星野たけ子

星野　歌子

星野　徳一

小林　信夫

星野千寿子

横坂　杏歌

該当無し

永井　昌美

千明　治光

荒木　貞子

該当無し

第
三
十
九
回
片
品
村
総
合

産
業
文
化
展
盛
大
に
開
催
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○
目
的

村
内
の
地
域
づ
く
り
団
体
や
住
民
が

一
同
に
集
い
、
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

○
主
催

ぐ
ん
ま
文
化
観
光
社
・
片
品

○
期
日

十
一
月
二
十
二
日
（
火
）

午
後
七
時
か
ら

○
場
所

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

○
参
加
資
格

一
般
住
民
・
地
域
づ
く
り
団
体
関
係

者
・
中
学
生
・
高
校
生
な
ど

○
内
容

①
群
馬
県
地
域
づ
く
り
協
議
会
に
加

入
し
て
い
る
、
村
内
の
地
域
づ
く
り

団
体
の
発
表

②
交
流
会

○
参
加
予
定
団
体

む
ら
づ
く
り
百
年
の
会
、
エ
ン
ジ
ョ

イ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
片
品
、
シ
ラ
ネ
ア

オ
イ
を
守
る
会
、
越
本
二
十
一
世
紀

委
員
会
、
武
尊
観
光
開
発
協
会
、
菅

沼
花
委
員
会
、
尾
瀬
三
ヶ
峰
高
原
の

会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
和
楽
舎
、
尾
瀬
太

鼓
愛
好
会
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
十
二
社

中○
そ
の
他

十
二
月
四
日
か
ら
「
人
権
週
間
」

が
は
じ
ま
り
ま
す
。

一
九
八
四
年
（
昭
和
二
十
三
年
）

十
二
月
十
日
の
第
三
回
国
連
総
会
に

お
い
て
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択

さ
れ
た
の
を
記
念
し
、
毎
年
十
二
月

四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一
週
間
を

「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
広
く
国
民

に
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
お

り
、
今
年
で
五
十
七
回
目
に
な
り
ま

す
。人

権
週
間
で
は
、
平
成
十
七
年
度

啓
発
活
動
重
点
目
標
「
育
て
よ
う

一
人
一
人
の
　
人
権
意
識
　
―
思
い

や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を

大
切
に
ー
」
の
ほ
か

〇
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

〇
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

〇
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
う

〇
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う

〇
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

〇
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

〇
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

〇
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ

う
〇
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
そ
う

を
強
調
事
項
と
し
、
日
頃
見
失
い
が

ち
な
人
権
に
つ
い
て
、
改
め
て
思
い

起
こ
す
よ
う
、
広
く
国
民
の
皆
さ
ん

に
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。

沼
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、
人
権
週
間
を
中
心
に
し
て
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

片
品
村
の
相
談
所
は
次
の
と
お
り

開
設
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
十
二
月
五
日
（
月
）

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

場
所
　
片
品
村
役
場

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

む
ら
づ
く
り
観
光
課
内

「
ぐ
ん
ま
文
化
観
光
社
・
片
品
」事

務
局

1
５
８
―
２
１
１
２

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

二
階
　
農
林
指
導
室

な
お
、
人
権
擁
護
委
員
の
自
宅
で

も
、
常
時
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

片
品
村
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

◎
自
衛
隊
生
徒
募
集

▼
受
験
資
格

中
卒
（
見
込
含
む
）
十
七
歳
未
満
の

男
子

▼
受
付
期
間

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
（
火
）
〜

平
成
十
八
年
一
月
十
日
（
火
）

▼
一
次
試
験
日

平
成
十
八
年
一
月
十
四
日
（
土
）

＊
詳
し
い
こ
と
は
、

自
衛
隊
沼
田
募
集
事
務
所

1
２
３
―
４
１
１
１
ま
で

問
合
せ
先

片
品
村
教
育
委
員
会

1
５
８
―
２
１
１
４

入
場
無
料
　
整
理
券
な
し

方
で
す
。

星
　
野
　
幸
　
市

1
５
８
―
２
６
０
５

小
山
内
　
義
　
友

1
５
８
―
２
６
１
４

「
尾
瀬
の
郷
」
地
域
づ
く
り

交
流
会
を
開
催
し
ま
す

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

か
た
し
な
音
楽
祭
の
開
催
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
も
っ

て
い
る
皆
さ
ん
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
十
一
人
の
審
査
員
が
選
ば
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
検

察
官
の
し
た
不
起
訴
処
分
が
正
し
か

っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
機
関
で

す
。あ

な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選
ば

れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
詳
し
い
こ
と
は
、

前
橋
検
察
審
査
会
事
務
局
【
前
橋
地

方
裁
判
所
内
・
1
〇
二
七
（
二
三
一
）

四
二
七
五
】
ま
で

知
っ
て
お
き
た
い
！
検
察
審
査
会

村
内
の
音
楽
愛
好
家
に
よ
る
演
奏

会
で
す
。

今
年
は
、
十
周
年
と
な
り
ま
し
た
。

開
催
日

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
日

開
催
場
所

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

十
月
十
日
の
上
毛
新
聞
に
覚
え
の

あ
る
名
前
が
載
っ
て
い
た
。
昨
年
ま

で
片
品
村
役
場
に
勤
務
し
て
い
た
桑

原
豊
平
さ
ん
だ
。
全
国
吟
詠
コ
ン
ク

ー
ル
決
選
大
会
優
勝
と
あ
る
。
八
木

節
で
は
有
名
だ
っ
た
が
、
詩
吟
の
こ

と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

早
速
取
材
に
伺
う
と
、
八
木
節
や

詩
吟
を
始
め
た
頃
の
こ
と
を
懐
か
し

く
話
し
て
く
れ
た
。

最
初
に
始
め
た
の
は
八
木
節
だ
と

い
う
。
昭
和
五
十
八
年
赤
城
国
体
山

岳
競
技
会
場
と
な
っ
た
片
品
村
で
、

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に
八
木
節
を
披
露

す
る
た
め
に
選
ば
れ
た
こ
と
に
始
ま

っ
た
と
い
う
。「
今
は
亡
き
時
計
屋

の
大
吉
さ
ん
が
レ
コ
ー
ド
を
貸
し
て

く
れ
て
、
そ
れ
で
八
木
節
を
覚
え
た

今
月
の
匠

桑
　
原
　
豊
　
平
さ
ん

幡
谷
（
吟
詠
者
）

ん
さ
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

昭
和
六
十
二
年
八
月
、
水
上
町
観

光
会
館
で
行
わ
れ
た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど

自
慢
」
で
見
事
合
格
。
水
上
会
場
は

歌
謡
、
民
謡
な
ど
併
せ
て
約
２
５
０

人
が
予
選
に
残
り
、
一
人
一
小
節
で

選
考
さ
れ
た
と
い
う
。
桑
原
さ
ん
は

普
段
謡
っ
て
い
た
八
木
節
を
の
ど
自

慢
用
に
少
し
音
頭
を
早
く
し
て
謡
い

鐘
を
三
つ
鳴
ら
し
た
と
い
う
。

平
成
五
年
か
ら
は
、
桐
生
市
で
開

催
し
て
い
る
全
日
本
八
木
節
競
演
大

会
に
出
場
し
た
。
一
年
目
は
奨
励
賞
、

二
年
目
は
努
力
賞
、
平
成
七
年
の
三

度
目
は
優
勝
し
た
。

詩
吟
の
方
は
昭
和
六
十
年
か
ら
始

め
翌
年
か
ら
各
界
主
催
の
吟
詠
大
会

に
出
場
し
た
。
平
成
五
年
に
日
本
吟

詠
総
連
盟
主
催
第
二
十
六
回
吟
詠
コ

ン
ク
ー
ル
で
第
八
位
。
全
国
吟
詠
友

の
会
主
催
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
平

成
九
年
度
群
馬
県
地
区
予
選
五
位
入

賞
を
経
て
、
平
成
十
三
年
度
全
国
大

会
優
勝
。
こ
の
大
会
を
終
え
て
か
ら

風
邪
を
こ
じ
ら
せ
て
喉
を
痛
め
吟
じ

る
声
が
思
う
よ
う
に
出
せ
な
か
っ

た
。
治
療
法
は
「
声
を
出
さ
な
い
で

喉
を
休
め
る
」
こ
と
。
退
職
し
て
役

も
下
り
た
今
年
、
近
年
ま
れ
に
見
る

声
が
出
て
見
事
優
勝
。
こ
の
大
会
の

各
部
門
の
優
勝
者
は
十
一
月
三
日
、

九
段
会
館
で
永
六
輔
・
小
林
亜
生
・

丘
灯
至
夫
氏
ら
が
企
画
し
た
本
部
大

会
「
に
っ
ぽ
ん
の
心
」
に
出
演
。
桑

原
さ
ん
も
優
勝
者
と
し
て
全
国
の
愛

好
者
や
玄
人
を
前
に
最
高
の
吟
詠
を

披
露
し
て
き
た
。

「
ま
ず
、
健
康
が
第
一
。
そ
し
て

何
事
も
そ
う
だ
が
過
信
を
注
意
し
て

油
断
せ
ず
、
真
剣
さ
を
持
続
す
る
こ

と
が
大
事
だ
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

※
い
つ
で
も
、
何
処
で
も
何
に
で
も

熱
く
一
生
懸
命
な
桑
原
さ
ん
、
益
々

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

こ
こ
近
年
、
と
っ
て
も
残
念
な
こ

と
で
す
が
、
片
品
村
の
場
合
、
若
い

村
長
が
理
想
を
掲
げ
な
が
ら
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
、
何
か
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
す
。

故
星
野
明
男
村
長
、
〝
遥
か
な
る

花
の
谷
〞
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
片
品
村
の
新
し
い
生
き
方
を
模

索
し
始
め
ま
し
た
。

又
、
先
日
五
十
九
歳
の
若
さ
で
亡

く
な
ら
れ
た
、
故
星
野
賢
二
村
長
は

〝
小
さ
く
て
も
輝
く
珠
玉
の
村
〞
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、
片
品

村
は
自
主
自
立
で
い
こ
う
と
目
標
を

打
ち
出
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
村

民
の
意
見
を
聞
い
て
沼
田
市
と
合
併

す
べ
き
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
住
民

投
票
を
実
施
、
大
差
で
自
立
が
決
定

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
住
民
投
票
は

あ
く
ま
で
参
考
意
見
で
あ
り
、
村
長

と
過
半
数
の
村
会
議
員
の
承
認
が
あ

れ
ば
、
い
つ
で
も
合
併
で
き
ま
す
。

で
も
い
っ
た
ん
合
併
す
る
と
抜
け
る

こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
れ
が
国
の
法

律
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
変
な
気
も
し

ま
す
。
〝
尾
瀬
の
郷
〞
構
想
な
ど

様
々
な
改
革
の
方
針
を
打
ち
出
し
た

星
野
賢
二
村
長
、
と
う
と
う
私
の
写

し
た
最
後
の
遺
影
と
な
っ
た
。
〝
尾

瀬
「
夏
の
思
い
出
」
音
楽
祭
〞
で
挨

拶
を
す
る
村
長
の
姿
、
何
で
こ
ん
な

に
早
く
亡
く
な
ら
れ
た
の
か
、
本
当

に
残
念
で
す
が
、
今
は
た
だ
、
心
よ

り
ご
冥
福
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
リ
ポ
ー
タ
ー
　
千
明
政
夫
）

自宅の居間で

ちょっと気になる体のこと
「どうして風邪をひくの？」
これから風邪が流行する時期ですね。

日本人はひと冬で、２回～３回風邪を
ひいているようです。やっと風邪が治
ったのにまたひいてしまった、なんて
こともありますよね。
私たちが風邪をひいた時に鼻水や熱

が出るのは、治るために大切なことで
す。また、治ってもすぐに風邪をひく
ことがありますが、これは、のどの箒
役の繊毛細胞が、風邪で壊れると治る
までに２～３日かかり、この間に無理
をすることで別のウイルスに感染する
ためです。
では風邪の予防し早く治すためには

どうしたらよいでしょうか？風邪の原
因の９割はウイルスによるものです。
そのウイルスを退治する良い治療法は
残念ながらありません。結局は十分な
休養をとり、自分自身の体がウイルス
に打ち勝てるようにしてやることが一
番大切です。 次のことに気を付けて、
風邪をよせつけない体をつくりましょ
う。
①十分な睡眠を
夜は免疫を高めるリンパ球が増える
ので体を休めましょう

②温度・湿度のコントロール
ウイルスは高温多湿に弱い

③バランス良く栄養を十分に
ビタミンＣやタンパク質を多くとり
ましょう

④いつも清潔に
手洗い・うがいをまめにしましょう

国保だより�国保だより�

国
保
だ
よ
り�

国
保
だ
よ
り�
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�
�

�
�

�
�

�
�

�
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�
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�
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八代目の全日本八木節優勝者となった
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役
場
庁
舎
前
の
黒
松
の
雪
吊
り
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

行
っ
て
い
た
だ
け
る
方
は
十
一
月

十
八
日
（
金
）
ま
で
に
左
記
ま
で
連

絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

〇
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課

〇
電
話

５
８
―
２
１
１
１

お
待
ち
し
て
い
ま
す

役
場
庁
舎
内
植
木
の
雪
吊

り
及
び
剪
定
作
業
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
に
つ
い
て

花
と
み
ど
り
あ
ふ
れ
る
「
ぐ
ん
ま
」

を
、
県
民
の
手
で
創
り
出
し
て
い
く

た
め
、
花
と
緑
の
活
動
に
携
わ
る

様
々
な
団
体
、
個
人
、
企
業
等
が
連

携
し
、
支
援
し
あ
え
る
し
く
み
で
あ

る
「
ぐ
ん
ま
花
み
ど
り
交
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
が
平
成
十
七
年
二
月
二
十

六
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

日
頃
、
身
近
な
公
園
や
花
壇
の
管

理
、
ま
ち
づ
く
り
や
自
然
を
愛
す
る

活
動
を
通
じ
て
、
花
や
み
ど
り
に
関

わ
っ
て
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん
に
、
是

非
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ぐ
ん
ま
花
み
ど
り
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
務
局
（
群
馬
県
公
園
緑
地
協
会
）

1
０
２
７
―
２
３
４
―
９
０
１
１

又
は
、

片
品
村
役
場
む
ら
づ
く
り
観
光
課
　

1
５
８
―
２
１
１
２

ぐ
ん
ま
花
み
ど
り
交
流
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
者
募
集
　

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

開
設
の
お
知
ら
せ

平
成
十
七
年
十
月
三
十
一
日
か

ら
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番

号
が
変
わ
り
ま
し
た
。

年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番

号
が
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
と

し
て
全
国
共
通
に
な
り
ま
し
た
。

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
は
、
年

金
の
請
求
に
関
す
る
ご
相
談
や
、

既
に
年
金
を
受
け
て
い
る
方
か
ら

の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
一

般
の
固
定
電
話
の
場
合
、
市
内
通

話
料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年
金
の
請
求
に
関
す
る
ご
相
談
　
　
　

〇
五
七
〇
・
〇
五
・
一
一
六
五

年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
ご
相
談
　
　

〇
五
七
〇
・
〇
七
・
一
一
六
五

相
談
受
付
時
間
は
、
毎
週
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
ま
で
（
祝
日
及
び

年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

電
話
の
際
に
は
、
お
手
元
に
年

金
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

の
開
設
に
と
も
な
い
、
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
か
ら
群
馬
年
金

相
談
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号
は
ご

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

イ
イ
ロ
ウ
ゴ

イ
イ
ロ
ウ
ゴ

「尾瀬保護財団設立10周年記念シンポジウム」
の参加者募集

平成７年８月に設立された尾瀬保護財団は、今年10周年を迎
えました。それを記念して、シンポジウム「尾瀬の"これまで"
と"これから"を考える」を開催します。
尾瀬を愛する多くの方のご参加をお待ちしております。

■日　時 平成17年12月17日（土）午後１時～５時
■会　場 有楽町朝日ホール（有楽町マリオン11階）
■内　容
○特別表彰 永年、尾瀬の保全又は適正な利用の推進に取り組
み、寄与・貢献のあった個人（団体）の表彰

○基調講演
演題 「尾瀬の魅力を科学する ～その美しさの背景を探る～」
講師 東京学芸大学教授　小泉武栄 氏
（山の自然学の第一人者　尾瀬の植物分布、地形・地質など
の素朴な疑問に答えます）
主な著書：「山の自然学」（岩波新書）「山の自然教室」（岩
波ジュニア文庫）など多数

○スライドトーク
テーマ 「もうひとつの尾瀬」
解　説 写真家　新井幸人 氏
（尾瀬を撮り続けて30年　尾瀬のもうひとつの顔、雨の風景
を中心に紹介　（社）日本写真協会会員）

○パネルディスカッション
テーマ 「尾瀬の"これまで"と"これから"」
パネラー
加藤峰夫 氏（環境法を専門とする横浜国立大学教授　至
仏山保全緊急対策会議委員長）
斎藤　晋 氏（第３回尾瀬総合学術調査に参加　専門は動
物生態学）
竹内純子 氏（尾瀬を守るグリーンボランティアのコーデ
ィネートに取り組む東京電力(株)尾瀬保護活動担当）
萩原澄夫 氏（尾瀬の自然と入山者を間近に見続けて30年
龍宮小屋三代目の主人）
宝珠山恭子 氏（尾瀬でのインタープリテーション活動の
経験を踏まえ環境教育を実践中 国立赤城青年の家職員）
星　勝夫 氏（尾瀬とともに生きる檜枝岐村の前村長　積
極的な施策を展開）

コーディネーター
瀬田信哉 氏（レンジャー経験を生かし国立公園のあり方
を研究　(財)国立公園協会理事長）

■同時開催 第10回ＮＨＫ「わたしの尾瀬」写真展
■入場料 無料
■定　員 600人（申込み順）
■申込み方法 11月30日（水）までに、代表者氏名、住所、
電話番号、参加希望人数（５名様まで）を記入の上、はがき、
ファクシミリ又はメールでお申し込みください。

■お申し込み・お問い合わせ先
（財）尾瀬保護財団事務局
〒371－8570 前橋市大手町１－１－１（群馬県庁17階）
ＴＥＬ 027－220－4431 ＦＡＸ 027－220－4421 
Ｅ－ｍａｉｌ symposium@oze-fnd.or.jp
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第
六
十
一
回
国
民
体
育
大
会
冬
季

大
会
ス
キ
ー
競
技
会
「
尾
瀬
国
体
」

の
開
会
式
は
平
成
十
八
年
二
月
十
九

日
（
日
）、
片
品
中
学
校
校
庭
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

群
馬
県
実
行
委
員
会
で
は
、
片
品

村
民
を
対
象
と
し
た
一
般
観
覧
者
を

次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

☆
募
集
期
間

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
日
か
ら

十
二
月
十
日
ま
で

☆
募
集
人
員

三
五
〇
名

☆
応
募
方
法

一
、
組
長
よ
り
各
戸
配
布
さ
れ
る

申
し
込
み
用
紙
に
記
入
の
上
、

組
長
に
提
出

二
、
片
品
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
み

http://w
w
w
.vill.katashina.gu

nm
a.jp/

☆
注
意
事
項

一
、
村
内
の
小
学
生
は
、
団
体
観
覧

を
し
ま
す
。
ま
た
、
中
学
一
・
二

年
生
は
係
員
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
し
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

二
、
申
し
込
み
は
、
一
枚
の
用
紙
で

四
名
ま
で
記
入
で
き
ま
す
。
そ

の
場
合
は
一
名
を
、
代
表
来
場

者
と
し
て
く
だ
さ
い
。（
入
場
整

理
券
・
駐
車
券
は
代
表
来
場
者

に
送
付
し
ま
す
）

三
、
来
場
手
段
は
自
家
用
車
で
お
願

い
し
ま
す
。
駐
車
券
の
交
付
を

う
け
、
臨
時
駐
車
場
（
二
カ
所

設
置
予
定
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

四
、
募
集
人
員
オ
ー
バ
ー
の
場
合
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
。

☆
開
会
式
概
要

・
日
時

平
成
十
八
年
二
月
十
九
日
（
日
）

開
場
　
　
　
十
二
時

入
場
締
切
　
十
二
時
五
十
五
分

開
式
通
告
　
十
三
時
三
十
分

・
会
場

片
品
中
学
校
校
庭

・
注
意
事
項

式
典
会
場
に
は
、
入
場
整
理
券
を

お
持
ち
の
方
の
み
入
場
で
き
ま

す
。

・
そ
の
他

式
典
開
始
前
に
は
、
式
典
会
場
隣

接
の
特
設
ふ
れ
あ
い
広
場
に
て

郷
土
物
産
品
等
即
売
コ
ー
ナ
ー

や
、
片
品
村
実
行
委
員
会
に
よ

る
、
ま
い
た
け
汁
・
お
や
き
の

接
待
コ
ー
ナ
ー
、
ま
た
、
群
馬

県
実
行
委
員
会
に
よ
る
花
ポ
ッ

ト
の
差
し
上
げ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

が
設
置
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
詳
細
、
不
明
な
点
は
片
品

村
国
体
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆
問
い
合
わ
せ
先

片
品
村
国
体
事
務
局

1
５
８
―
２
１
４
３

今
年
も
狩
猟
解
禁
の
時
期
と
な
り

ま
し
た
。

越
本
地
区
の
水
芭
蕉
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
コ
ー
ス
に
お
い
て
左
記
の
通

り
尾
瀬
国
体
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
選
手
、
役
員
等

関
係
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
競
技

会
期
間
中
に
お
け
る
狩
猟
の
自
粛
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

の
強
化
練
習
も
左
記
の
期
間
中
、
同

コ
ー
ス
に
て
頻
繁
に
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
大
会
期
間
】

平
成
十
八
年
二
月
十
九
日
（
日
）
〜

二
十
二
日
（
水
）

【
強
化
練
習
期
間
】

平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日
（
水
）

〜
平
成
十
八
年
二
月
十
八
日
（
土
）

農
繁
期
も
過
ぎ
、
村
の
行
事
も
ひ

と
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

家
族
そ
ろ
っ
て
の
楽
し
い
食
卓
は

よ
い
食
習
慣
が
身
に
付
く
と
と
も

に
、
親
と
子
を
結
ぶ
触
れ
合
い
の
場

と
な
り
ま
す
。

今
回
、
親
子
で
楽
し
く
料
理
を
作

り
、
会
話
を
楽
し
み
、
食
事
の
大
切

さ
を
学
ん
で
頂
く
た
め
に
左
記
の
通

り
の
計
画
を
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し

て
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
開
催
日
時

平
成
17
年
11
月
23
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

○
場
　
所

片
品
村
役
場
　
２
階
　
調
理
室

○
対
　
象

小
学
４
年
生
〜
小
学
６
年
生
と
そ

の
親
（
親
が
都
合
が
悪
い
場
合
は
子

供
の
み
の
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
）

定
員
30
人

○
メ
ニ
ュ
ー

ピ
ザ
・
豆
腐
の
ミ
ー
ト
ロ
ー
フ
等

○
申
込
み
期
間

平
成
17
年
11
月
18
日
（
金
）
ま
で

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

片
品
村
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

1
５
８
―
４
０
２
０

片
品
村
民
対
象
「
尾
瀬

国
体
開
会
式
」
一
般
観

覧
者
募
集
！

越
本
地
区
狩
猟
自
粛
の

お
願
い

親
と
子
の
楽
し
い
料
理

教
室
参
加
者
募
集
!!

近
年
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
り

の
男
性
が
増
え
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
も
ち
ょ
っ
と
し
た
料
理

が
出
来
る
よ
う
に
、
ま
た
、「
今
ま

で
台
所
に
立
っ
た
こ
と
が
な
い
。」

「
料
理
に
興
味
が
あ
る
が
…
。」
と
言

う
男
性
の
方
、
お
い
し
く
、
簡
単
に

出
来
る
料
理
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
？「

ご
は
ん
・
お
か
ず
・
汁
も
の
」

を
メ
イ
ン
と
し
た
お
手
軽
料
理
を
食

生
活
改
善
推
進
員
と
一
緒
に
作
り
ま

し
ょ
う
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
開
催
日
時

平
成
17
年
12
月
６
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

○
場
　
所

片
品
村
役
場
２
階
調
理
室

○
対
　
象

60
歳
以
上
の
男
性

○
申
込
み
期
間

平
成
17
年
11
月
30
日
（
水
）
ま
で

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

片
品
村
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
　

1
５
８
―
４
０
２
０

お
と
こ
の
料
理
教
室

参
加
者
募
集
!!
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第
５
回
　
ア
ー
シ
ャ
ン
と
マ
ジ

ッ
ク
や
る
や
る
探
検
隊

い
よ
い
よ
マ
ジ
ッ
ク
発
表
会

と
き

平
成
17
年
11
月
19
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
12
時

と
こ
ろ

か
ま
た
住
民
セ
ン
タ
ー

や
る
こ
と

マ
ジ
ッ
ク
発
表
会

今
ま
で
マ
ジ
ッ
ク
や
る
や
る
探

検
隊
に
参
加
し
た
こ
ど
も
達
の

発
表
と
ア
ー
シ
ャ
ン
の
マ
ジ
ッ

ク
お
見
せ
し
ま
す

さ
ん
か
ひ

１
０
０
円

す
て
き
な
藍
染
め
や
る
や
る
探

検
隊

と
き

平
成
17
年
11
月
26
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
12
時

と
こ
ろ

花
咲
が
ま
（
1
５
８
―
４

８
３
５
）

や
る
こ
と

初
め
て
の
使
え
る
藍
染

め
体
験

さ
ん
か
ひ

５
０
０
円

そ
の
他

直
接
現
地
へ
　
で
き
れ
ば

お
や
こ
で

※
や
る
や
る
探
検
隊
は
中
学
生
、
親

子
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
参
加
大
歓
迎

※
お
詫
び
　
11
月
２
日
（
水
）
に
予

定
し
て
い
た
、
さ
ら
ま
わ
し
や

る
や
る
探
検
隊
は
お
っ
ち
ゃ
ん

交
通
事
故
の
た
め
中
止
に
な
り

ま
し
た

片
品
お
や
こ
劇
場
か
ら
お
や
こ
で

観
た
い
映
画
会

「
も
も
子
、
か
え
る
の
歌
が
聞
こ
え

る
よ
」

日
時

平
成
17
年
11
月
26
日
（
土
）

午
後
14
時
30
分
〜
15
時
50
分

会
場

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト

お
や
こ
、
お
友
達
３
枚

券
１
　
５
０
０
円

当
日
券

１
枚
　
７
０
０
円

※
お
詫
び
　
日
時
変
更
し
ま
し
た

ぼ
く
こ
く
ぼ
さ
ん
の
手
作
り
お
も

ち
ゃ
教
室

日
時

平
成
17
年
12
月
３
日
（
土
）

会
場

住
民
セ
ン
タ
ー

内
容

ボ
ー
ル
ご
ま

参
加
材
料
費

６
０
０
円

問
い
合
わ
せ

笠
原
　
1
５
８
―
２
３
４
８

’

片品と銚子の交歓会を撮りつづけた
堺氏の貴重な作品、特別上映！

・「山と海の交歓会・今昔」
（第１回・昭和41年の記録）

・「美に生きる」
文部大臣賞受賞作品

・「コラボレーション　
collaboration」

・堺さんの話
（都合により上映作品が変わ
ることがあります）

主催：
片品村教育委員会

問合せ：
158－2144

12月１日（木）
開場：午後６時／上映：午後６時半
片品村文化センター／無料

　　かたしな�
映画会�
　　かたしな�
映画会�

堺　敬生 氏
（さかい・たかお）

第61回
国民体育大会冬季大会
スキー競技会

開幕まであと 100日
（平成17年11月11日現在）

広報かたしな H17. 11
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一
、
目
的

自
然
環
境
の
保
全
と
快
適
で
潤
い
の

あ
る
生
活
環
境
の
創
造
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る

二
、
募
集
対
象

（
一
）
省
エ
ネ
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
関

す
る
身
近
な
実
践
活
動
、
工
夫
、
提

案
な
ど

（
二
）
地
球
環
境
や
生
態
系
を
守
る

た
め
の
身
近
な
実
践
活
動
、
研
究
、

提
案
な
ど

三
、
応
募
資
格

群
馬
県
内
の
、
営
利
を
目
的
と
す
る

事
業
活
動
を
行
わ
な
い
法
人
・
団
体

お
よ
び
個
人
。

な
お
、
小
・
中
・
高
等
学
校
お
よ

び
特
殊
教
育
諸
学
校
に
つ
い
て
は
、

従
来
よ
り
群
馬
県
環
境
教
育
賞
が
あ

り
、
当
財
団
も
後
援
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
応
募
の
対
象
か
ら
除
き
ま
す

が
、
学
校
関
係
者
の
応
募
は
可
能
で

す
。

四
、
応
募
方
法

応
募
用
紙
（
自
由
）
に

（
一
）
応
募
者
の
名
称
（
団
体
名
又

は
個
人
名
）
代
表
者
の
氏
名
（
団

体
・
法
人
の
場
合
）

（
二
）
所
在
地
（
個
人
の
場
合
は
住

所
）、
電
話
番
号

（
三
）
テ
ー
マ

を
記
入
し
、
活
動
記
録
（
五
千
字
以

内
）
と
、
写
真
・
機
関
誌
（
紙
）、

研
究
報
告
等
の
主
な
資
料
を
添
え
て

当
財
団
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
書
類
は
返
却
い
た
し

ま
せ
ん
。

五
、
応
募
期
限

平
成
十
七
年
十
二
月
十
九
日
（
月
）

六
、
賞
の
内
容

平
成
十
七
年
度
は
、
総
額
五
十
万
円
、

五
点
（
一
点
十
万
円
）
を
表
彰
い
た

し
ま
す
。

七
、
選
考
方
法

平
成
十
八
年
三
月
に
、
財
団
法
人
群

馬
銀
行
環
境
財
団
役
員
会
で
決
定
い

た
し
ま
す
。

八
、
問
い
合
わ
せ
先

前
橋
市
元
総
社
町
一
七
一
―
一
群
馬

総
合
リ
ー
ス
ビ
ル
四
階
　
〒
三
七
一

―
〇
八
四
六
　
財
団
法
人
群
馬
銀
行

環
境
財
団
　
事
務
局
　
担
当
　
渡
辺

1
〇
二
七
―
二
五
五
―
六
一
六
〇

ふ
る
さ
と
の
山
の
木
を
使
っ
て
、
ぐ

ん
ま
の
山
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

ぐ
ん
ま
優
良
木
材
を
使
用
し
た
良

質
な
住
宅
を
取
得
（
新
築
・
増
改
築
）

し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
民
間
金
融

機
関
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
方

に
県
が
利
子
の
一
部
を
助
成
す
る
と

と
も
に
、
県
産
木
材
の
振
興
を
図
っ

て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅

原
則
と
し
て
従
来
の
軸
組
広
報
と
し

た
も
の
で
、
床
面
積
が
８
０
㎡
以
上

２
８
０
㎡
以
下
で
あ
る
こ
と
。

取
扱
金
融
機
関
の
融
資
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
。

申
込
者
の
資
格

県
内
に
自
分
が
住
む
た
め
の
住
宅
を

取
得
す
る
こ
と
。
所
得
１
　
２
０
０

万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

取
扱
金
融
機
関
の
融
資
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
。

助
成
内
容

募
集
戸
数
　
３
０
０
戸
、
最
大
利
子

補
給
対
象
額
１
　
１
５
０
万
円
、
最

大
利
子
補
給
額
６
３
４
　
８
０
０
円

（
平
成
17
年
度
は
内
装
材
使
用
等
の

特
別
割
増
枠
を
設
け
、
２
７
６，

０

０
０
円
の
増
額
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
群
馬
県
環

境
・
森
林
局
林
業
振
興
課
　
1
０
２

７
―
２
２
６
―
３
２
３
６
へ

平
成
十
七
年
度

「
群
馬
銀
行
環
境
財
団
賞
」

募
集

ぐ
ん
ま
優
良
木
造
住
宅

利
子
補
給
制
度
の
利
用

を
ど
う
ぞ
！

’

’

’

’

図書室だよ
り�

チャーリの住んでいる町に、チョコレ
ート工場がある。世界一広大で世界一有
名！そのワンカ工場ついに公開。幸運の
黄金切符、それを当てるのはだれ？チョ
コレート工場に一歩足を踏み入れれば、
そこは夢にも描けない別世界！
すてきなさし絵に、ますます想像をか

き立てられ、低学年から成人まで楽しめ
ます。

＊火～金曜日午後１時～５時開室
＊■はお休みです。
＊□はみやま号巡回日です。

図書室カレンダー

『チョコレート工場の秘密』
ロアルド・ダール　著

読んでみませんか
日 月 火 水 木 金 土

2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

12
１

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く

方
々
の
た
め
に
、「
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
」
と
い
う
法
律
に
よ
り
国

が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

事
業
主
の
方
々
は
、
現
場
で
働
く

労
働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数

に
応
じ
て
、
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙

を
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界

で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

総務省統計局

共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度

で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主

建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
金日

額
三
百
十
円

★
特
徴

◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要

経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額

非
課
税
と
な
り
ま
す
。

◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
建
退

共
群
馬
県
支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

1
０
２
７
―
２
５
２
―
１
６
６
６



将来どんな人になってほしいですか

ちゃん（H16．11．19生）

萩原　崇・千春さん（土出）のお子さん

命名

雅まずは響きです。一文
字の漢字にしたいと思い、
画数や家族との相性な
ど、本を見て決めました。

周囲をぱっと明るくす
る華やかな魅力を持ち、
沢山の友達をつくってほ
しい。
目標を持ち、それに向か
って頑張ってほしい。
行動力があり時代の先端
を行くような職業につけ
たら嬉しいな。

みやび

くん（H16．11．20生）

星野一忠・咲織さん（越本）のお子さん

翔 飛
しょう　と

将来どんな人になってほしいですか

命名
世間に流されること

なく自分の意思をしっ
かり持ち、いろいろな
困難にも立ち向かい飛
び越えていける人、そ
して大空高く飛びめぐ
るようにノビノビと育
ってほしいと思い翔飛
にしました。

いろいろな人との出
会いを大切にして、経
験を積み、優しく・大
きく・立派な人になっ
てほしいです。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http：

//w
w
w
.vill.katashina.gunm

a.jp/
F
ax  0

2
7
8
（
5
8
）
2
1
1
0

広
報
「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

印
刷
／
利
根
印
刷
所

編集／片品村役場むらづくり観光課　 〒378-0498 群馬県利根郡片品村大字鎌田3967-3 10278（58）2112
Eメールアドレス　kanko@vill.katashina.gunma.jp

11月19日（土）沼田脳神経外科
20日（日）利根中央病院
23日（水）ほたか病院
26日（土）月夜野病院
27日（日）内田病院

12月３日（土）国立沼田病院
４日（日）沼田脳神経外科
10日（土）利根中央病院
11日（日）月夜野病院

◆休日の病院◆

16

国民健康保険税　第 ８ 期
固 定 資 産 税　第 ４ 期
水道料・下水道料　第 ４ 期
納期は11月30日（水）です

★口座振替の方は事前に残高確認を！

今月の�
  納期は�

広報かたしな H17. 11

11
／
20

片
品
村
婦
人
会
Ｍ
バ
レ
ー
大
会

11
／
20

か
た
し
な
音
楽
祭

11
／
22

片
品
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
大
会

11
／
23

第
４
回
大
白
祭
り

交
通
情
報
（
冬
期
通
行
止
）

11
／
７

み
な
か
み
・
片
品
線

（
鳩
待
入
口
〜
）

11
／
14

Ｒ
401
戸
倉
交
差
点
〜

12
／
26

Ｒ
120
丸
沼
ス
キ
ー
場
入
口
〜

くん（H16．11．22生）

小池智也・香さん（下平）のお子さん

彪 磨
ひょう ま

将来どんな人になってほしいですか

命名
名付けの本を見て強

くてたくましい名前を
付けました。

たくさんの人に愛さ
れるような強くたくま
しい人になってもらい
たいです。

くん（H16．11．５生）

林　宏史・里美さん（越本）のお子さん

彪 吾
ひょう　ご

将来どんな人になってほしいですか

命名
いくつかの候補の中

から、お兄ちゃんが選
んでくれました。漢字
は男らしい男らしい字
にしたかったのでこの
字に決めました。

自分の考えをしっか
り持ち、何事もあきら
めずに挑戦し、強い心
を持った男の子に成長
してほしいです。後は
健康で元気に育ってほ
しいです。

((((

九
月
二
十
日
〜
十
月
十
九
日

窓
　
口
　
か
　
ら�

◆
結
婚
さ
れ
た
方
　
　
四
組

亡
く
な
ら
れ
た
方
　
四
人

星
野
　
賢
二
　
五
九
歳
　
鎌
　
田

千
明
ハ
ツ
エ
　
七
七
歳
　
摺
　
渕

青
木
よ
志
子
　
七
三
歳
　
鎌
　
田

星
野
　
末
吉
　
八
七
歳
　
土
　
出

○
林
　
　
　
宏
　
郎

越
　
本

○
小
　
池
　
美
　
恵

吾
妻
町

○
松
　
田
　
和
　
樹

鎌
　
田

○
井
　
上
　
ひ
と
み

鎌
　
田

○
藤
　
井
　
好
　
則

沼
田
市

○
星
　
　
　
綾
　
子

鎌
　
田

○
大
　
竹
　
雅
　
文

沼
田
市

○
深
　
見
　
和
　
美

土
　
出

十
月
号
の
訂
正

い
た
ず
ら
わ
ん
ぱ
く

正

星
　
想
真
く
ん

誤

星
　
想
馬
く
ん

10月26日、片品村農協農産物加工センターにお

いて、尾瀬蒜餃子商品化の発表会が行われました。

発表会では組合長以下開発関係者が商品化までを説

明した後、尾瀬蒜を使った水炊き鍋や陶板焼きなど

各種料理の試食があり、宿泊・飲食関係の皆さんは

秋晴れの下気持ちよさそうに吟味していました。片

品村の特産品の一つになることを期待します。

片品村農協が尾瀬蒜
びる

餃子を発表

一
、
こ
う
も
り
傘
　
三
〇
本

利
根
沼
田
明
る
い
社
会
づ
く
り

の
会
か
ら
、
こ
う
も
り
傘
三
〇
本

の
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
趣
意
に
沿
う
よ
う
、
片
品
村

内
の
各
施
設
等
で
有
効
に
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
　
　
贈




